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水無月祭の祭礼と打込囃子
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市指定
所在地：川原

住吉神社の神舞（蛙踊り） 市指定
所在地：今田町上小野原

住吉神社祭礼において、
山車の上で奏でられる囃
子を「打込」という。
氏子の各集落から出た5
台の山車が宮入りをする
と、境内で打込囃子が競
演される。打込衆は15才
頃から練習に取り組み、
楽器一つを習得するのに3
年程度の年数がかかると
いう。この打込囃子の競
演が、住吉神社祭礼の見
どころである。

神舞は住吉神社祭礼の宵宮に
奉納される。もとは三つの宮座
が主体となり奉納していたが、
現在は「神舞奉仕会」が行って
いる。締太鼓とビンザサラの演
奏が交代するときに「カエロカ
エロ」と声をかけることから、
別名「蛙踊り」とも呼ばれてい
る。踊りはいわゆる田楽で、楽
器は締太鼓、ビンザサラが使用
される。踊りの内容は惣田楽と
「いずまい」と呼ばれる輪舞で、
鶴亀を染め抜いた紺の素袍

すおう

と袴
を着用した踊り手が舞う。
2種類の踊りのみで構成され
た単純な芸能であるが、中世の
田楽の姿をよく留めている。

すみよしじんじゃのかみまい
（かえるおどり）

みなづきまつりのさいれい
とうちこみばやし


